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平成27年度ひまわりコンクール審査会開催
　

県
酪
婦
人

部
や
ま
び
こ

会
で
は
畜
舎

環
境
美
化
運

動
を
行
っ
て

お
り
、
毎
年

そ
の
成
果
を

披
露
す
る
機

会
と
し
て
写

真
に
よ
る
ひ

ま
わ
り
コ
ン

ク
ー
ル
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
去
る

一
月
十
五
日
㈮
県
酪
農
協
本

所
会
議
室
に
於
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
の
ひ
ま
わ
り
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

畜
舎
周
辺
の
美
化
を
目
指

し
た「
畜
舎
環
境
の
部
」と「
一

般
花
壇
の
部
」
の
二
部
門
で

今
年
度
は
四
三
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
年
々
、
写
真

撮
影
の
技
術
や
応
募
作
品
づ

く
り
も
上
達
さ
れ
、
綺
麗
に

手
入
れ
さ
れ
た
花
壇
が
よ
り

一
層
素
敵
な
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
で
、
花
の

手
入
れ
を
続
け
て
い
く
こ
と

は
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、

咲
き
誇
る
花
々
に
心
が
癒
さ

れ
、
更
に
牛
の
ス
ト
レ
ス
も
和

ら
ぎ
健
康
管
理
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

畜
舎
周
辺
を

整
備
し
牧
場
を

花
い
っ
ぱ
い
に
す

る
取
り
組
み
に
よ

り
、
酪
農
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ

活
動
の
際
に
は
コ

ン
ク
ー
ル
写
真
も

併
せ
て
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
最
優
秀
賞
・
優
秀

賞
の
他
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
名

称
ど
お
り
“
ひ
ま
わ
り
の
花
”

で
環
境
美
化
に
努
め
て
い
る

優
秀
な
作
品
に
は
、
ひ
ま
わ

り
賞
を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●一般花壇の部●
所　属 氏　　　名

最 優 秀 賞 県 南 独 古 政 江
ひ ま わ り 賞 県 中 橋 本 祐 子
優 秀 賞 県 北 引 　 地 　 た か 子
優 秀 賞 県 北 斎 　 藤 　 や い 子
優 秀 賞 県 北 高 橋 里 子
優 秀 賞 県 北 菅 　 野 　 ト モ 子
優 秀 賞 県 北 浪 岡 良 子
優 秀 賞 県 中 安 斉 正 子
優 秀 賞 県 中 味 戸 巴 子
優 秀 賞 県 中 佐 藤 恵 美
優 秀 賞 県 中 根 本 礼 子
優 秀 賞 県 中 橋 本 節 子
優 秀 賞 浜 半 　 杭 　 ま り 子
優 秀 賞 県 南 迎 　 　 　 和 　 子
優 秀 賞 県 南 中 瀬 明 美
優 秀 賞 県 南 須 藤 咲 枝

●畜舎環境の部●
所　属 氏　　　名

最 優 秀 賞 県 中 鈴 木 春 江
ひ ま わ り 賞 県 北 武 　 藤 　 み ち 子
優 秀 賞 県 北 浪 岡 良 子
優 秀 賞 県 北 引 　 地 　 た か 子
優 秀 賞 県 北 渡 辺 幸 子
優 秀 賞 県 中 根 本 礼 子
優 秀 賞 県 中 橋 本 節 子
優 秀 賞 県 中 橋 本 祐 子
優 秀 賞 県 南 独 古 政 江
優 秀 賞 県 南 須 藤 咲 枝
優 秀 賞 県 南 後 藤 恵 子

平成27年度
ひまわりコンクール受賞者
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ひまわりコンクール優秀作品集ひまわりコンクール優秀作品集

畜舎環境の部　最優秀賞
鈴　木　春　江  さん（県中）

畜舎環境の部　ひまわり賞
武　藤　みち子  さん（県北）

畜舎環境の部　優秀賞
須　藤　咲　枝  さん（県南）

畜舎環境の部　優秀賞
独　古　政　江  さん（県南）

一般花壇の部　優秀賞
迎　　　和　子  さん（県南）

畜舎環境の部　優秀賞
後　藤　恵　子  さん（県南）

畜舎環境の部　優秀賞
橋　本　節　子  さん（県中）

畜舎環境の部　優秀賞
橋　本　祐　子  さん（県中）

畜舎環境の部　優秀賞
根　本　礼　子  さん（県中）

畜舎環境の部　優秀賞
渡　辺　幸　子  さん（県北）

畜舎環境の部　優秀賞
引　地　たか子  さん（県北）

一般花壇の部　優秀賞
引　地　たか子  さん（県北）

畜舎環境の部　優秀賞
浪　岡　良　子  さん（県北）
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ひまわりコンクール優秀作品集ひまわりコンクール優秀作品集

一般花壇の部　最優秀賞
独　古　政　江  さん（県南）

一般花壇の部　ひまわり賞
橋　本　祐　子  さん（県中）

一般花壇の部　優秀賞
須　藤　咲　枝  さん（県南）

一般花壇の部　優秀賞
斎　藤　やい子  さん（県北）

一般花壇の部　優秀賞
半　杭　まり子  さん（浜）

一般花壇の部　優秀賞
橋　本　節　子  さん（県中）

一般花壇の部　優秀賞
根　本　礼　子  さん（県中）

一般花壇の部　優秀賞
高　橋　里　子  さん（県北）

一般花壇の部　優秀賞
味　戸　巴　子  さん（県中）

一般花壇の部　優秀賞
安　斉　正　子  さん（県中）

一般花壇の部　優秀賞
浪　岡　良　子  さん（県北）

一般花壇の部　優秀賞
佐　藤　恵　美  さん（県中）

一般花壇の部　優秀賞
中　瀬　明　美  さん（県南）

一般花壇の部　優秀賞
菅　野　トモ子  さん（県北）
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平成二十八年度　県酪農協乳牛市場　
　　　　　新春初せり開催される！！

　

一
月
十
二
日
㈫
に
本
宮
市
に
あ
り

ま
す
福
島
県
家
畜
市
場
に
て
、
平
成

二
十
七
年
度
乳
牛
市
場
新
春
初
せ
り

が
多
数
の
購
買
者
・
生
産
者
に
参
加

頂
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
新
年
の

挨
拶
と
し
て
、
宗
像 

実 

代
表
理
事

組
合
長
よ
り
、「
昨
年
十
月
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
大
筋
合
意
が
な
さ
れ
た
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
実
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
時

間
を
有
す
る
た
め
、
そ
の
間
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
農
畜

産
業
の
国
内
対
策
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と

が
今
後
重
要
と
な
っ

て
く
る
。

　

ま
た
、
県
内
最
大

の
牧
場
で
あ
る
フ
ェ

リ
ス
ラ
テ
も
昨
年
十

月
よ
り
稼
働
し
、
現

在
ま
で
に
四
〇
〇
頭
の
牛
が
導
入
さ
れ
、

フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
で
生
ま
れ
た
子
牛
が
本

日
の
家
畜
市
場
に
お
い
て
も
上
場
さ
れ

て
い
る
。
我
々
生
産
者
は
、
購
買
者
の

皆
様
に
喜
ん
で
買
っ
て
頂
け
る
子
牛
の

生
産
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
の
で
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
、
ま
た
、
新
春

初
せ
り
を
祝
い
、
二
十
七
年
最
多
購
買

者
の
（
有
）
上
野
牧
場
さ
ん
よ
り
、
乾

杯
の
ご
発
声
を
頂
き
、
牛
乳
で
乾
杯
致

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
五
四
頭
の
子
牛
が
せ
り

で
売
買
さ
れ
、
高
値
で
販
売
さ
れ
、
無

事
に
お
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
生
産
者
、
購
買
者
の
皆
様

に
さ
ら
に
満
足
頂
け
る
よ
う
、
よ
り
良

い
せ
り
市
場
を
運
営
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支所

だより

支所

だより

講
演
会 

　
　
開
催

県南支所

　

平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
二
日
㈮
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
県
南
支
所
講
演

会
が
母
畑
温
泉
八
幡
屋
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
年
連

続
で
全
酪
連
酪
農
生
産
指
導

室
課
長
代
理
の
丹
戸
靖
さ
ん

に
講
師
を
お
願
い
し
、
今
回

は
「
変
化
に
対
応
す
る
酪
農

経
営
」
と
い
う
演
題
で
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
酪
農
業
界
の
現
状
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
べ
き

か
の
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
最
近
、
セ
リ
市
場
で
は
肉
用
子
牛
の
高
値
取
引
が

続
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
和
牛
体
外
受
精
卵
や
F
１
の
種
付

け
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
酪
農
経
営
後
継
牛
と
な
る
乳

用
雌
子
牛
頭
数
が
過
去
六
年
間
で
最
低
と
な
る
予
測
が
さ

れ
て
お
り
、
目
先
の
副
産
物
販
売
収
入
だ
け
に
と
ら
わ
れ

ず
、
セ
リ
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
な
い
経
営
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
数

字
を
目
に
し
て
、
み
な
さ
ん
危
機
感
を
覚
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
十
四
年
前
と
比
較
し
て
、
除
籍
産
次
が
〇
・
七
産

も
短
く
な
っ
て
お
り
、経
産
牛
の
死
廃
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
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て
い
ま
す
。
乳
用
雌
牛
が
減
少

し
て
い
る
現
在
、
牛
を
大
切
に

飼
い
、
そ
し
て
酪
農
経
営
後
継

牛
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
酪
農
経
営
を
行

う
上
で
、
原
因
の
根
本
を
見

つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
乳
房
炎
や

繁
殖
成
績
悪
化
等
、
生
産
者

ご
と
に
抱
え
る
悩
み
は
そ
れ

ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
根
本
に
は
、
何
か
違
っ
た

原
因
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
家
族
間
、
経
営
者
間

の
会
話
、
話
し
合
い
の
場
を

持
つ
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要

で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
習
会
が
み
な
さ

ん
の
経
営
戦
略
を
見
直
す
よ

い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
日
本
酪
農
政
治
連
盟
福
島
県
支
部
連
合
会

　
第
五
十
三
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
二
十
八

年
二
月
八
日
㈪

十
一
時
か
ら
本

宮
市
仁
井
田
の

福
島
県
酪
農
協

本
所
会
議
室
で

標
記
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
佐
藤
金
正
会
長
か
ら
会
長
挨
拶
が
あ
り
、

県
政
・
国
政
に
つ
い
て

情
報
提
供
が
あ
り
、
今

回
の
総
会
を
契
機
と
し

て
確
実
に
酪
農
が
持
続

で
き
る
政
策
提
言
に
向

か
っ
て
酪
政
連
が
果
た

し
て
い
く
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

福
島
県
農
林
水
産
常

任
委
員
会
委
員
長
遊

佐
久
男
氏
、
日
本
酪

農
政
治
連
盟
委
員
長

　

佐
々
木
勲
氏
、
福

島
県
酪
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長

　

宗
像
実
氏
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

来
賓
紹
介
・
祝
電

披
露
の
後
佐
藤
金
正
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

第
一
号
　
平
成
二
十
七
年
度
運
動
報
告
　
財
産
目

録
　
収
支
決
算
書
に
つ
い
て

第
二
号
　
平
成
二
十
八
年
度
運
動
報
告
（
案
）　

収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
三
号
　
平
成
二
十
八
年
度
会
費
の
賦
課
並
び
に

徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
四
号
　
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

提
出
議
案
は
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改

選
の
結
果
は
下
記
の
通
り

で
す
。

〈
重
要
な
運
動
並
び
に
推
進
事
項
〉

㈠　

東
電
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
復
興
対
策
の
要
請
運
動

㈡　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
の
市

場
開
放
に
お
け
る
所
得
補
償
制
度
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）

の
創
設

㈢　

飲
用
向
け
生
産
者
乳
価
に
関
す
る
運
動

㈣　

国
産
生
乳
の
需
要
拡
大
対
策
と
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大

運
動

㈤　

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
酪
農
予
算
に
関
す
る
要
請

運
動

㈥　

学
校
給
食
用
牛
乳
供
給
事
業
制
度
の
維
持
運
動

㈦　

①
自
給
飼
料
作
付
け
に
対
す
る
支
援
要
請

　
　

②
飼
料
用
米
Ｗ
Ｃ
Ｓ
利
用
促
進
に
対
す
る
支
援
要
請

㈧　

高
騰
し
て
い
る
後
継
牛
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
要
請

㈨　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
の
支
援
要
請

㈩
　
酪
農
政
治
力
の
結
集
と
組
織
の
強
化

　

こ
れ
ら
に
「
後
継
者
の
育
成
と
支
援
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

会
　
　
長
　
　
　
　
佐
藤
　
金
正

副
会
長
　
　
　
　
大
竹
　
芳
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
紺
野
　
　
宏

幹
事
長
　
　
　
　
佐
藤
　
弘
永

常
任
委
員
　
　
　
　
佐
原
洋
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
正
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
　
　
和
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
木
目
澤
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
宗
像
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
仁

監
　
　
事
　
　
　
　
浪
岡
　
泰
博

　
　
　
　
　
　
　
　
白
土
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
一
正

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
　
弘
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平
成
二
十
七
年
度
　
Ｆ
Ｄ
24
会
　

　
　
　
婦
人
部
研
修
旅
行
を
開
催

　

ま
ず
初
日
は
、
福
島
空
港
に
て
伊
丹

空
港
（
大
阪
）
に
入
り
昼
食
を
と
り
、

そ
こ
か
ら
乗
り
継
い
で
那
覇
空
港(

沖

縄)

に
入
り
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
バ
ス

ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
を
し
て
頂
き
な
が

ら
、
那
覇
市
内
の
標
高
一
二
〇
メ
ー
ト

ル
～
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
丘
の

上
に
あ
る
世
界
遺
産
の｢

首
里
城
・
守

礼
の
門｣

を
見
学
し
ま
し
た
。
城
構
内

に
は
琉
球
時
代
の
国
王
や
王
妃
が
使
用

し
て
い
た
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
み

な
さ
ん
歴
史
あ
る
美
品
や
建
造
物
に
見

と
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
台
か

ら
は
那
覇
の
町
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

　

去
る
平
成
二
十
八
年

一
月
二
十
六
日
～
二
十
八

日
、
Ｆ
Ｄ
24
会(

会
長
・
橋

本
幸
治)

の
婦
人
部
一
行
が

二
泊
三
日
の｢

沖
縄
本
島
三

日
間｣

の
旅
へ
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者

は
婦
人
部
一
八
名
で
す
。

  平成２８年４月以降の体細胞数の乳質格差並びに自主規制等について
　本組合における体細胞数自主基準等については、平成24年度より東北統一の衛生的乳質格差金及び乳質規
制を実施してきましたが、平成28年度東北生乳販連において東北地域乳質基準設置要領の改訂がなされ、本
組合においても第10回理事会（１月開催）において、東北生販の改訂に準じて、下記の内容により実施する
ことに決定しましたので、今後とも良質乳生乳生産にご協力頂きたくご報告申し上げます。

１．体細胞数自主基準：現行どおり30万/ｍｌと致します。
２．乳質格差金の変更について

各付 体細胞数 単価/ｋｇ 変更内容
Ａ 20万未満 ＋α （現行どおり）
Ｂ 20万以上30万未満 ０円 （現行どおり）
Ｃ 30万以上40万未満 －１円 （現行－３円）
Ｄ 40万以上50万未満 －３円 （現行どおり）
Ｅ 50万以上80万未満 －12円 （現行－５円）
Ｆ 80万以上 －18円 （現行－５円）

３．乳質規制（出荷停止）の変更について
各付 体細胞数 変更後出荷停止措置 現行停止期間
Ｅ 50万以上80万未満 出荷停止廃止 １日間
Ｆ 80万以上 １日間 ３日間

   ※８０万以上の１日間出荷停止は検査日翌日実施とする。

４．特例措置の廃止
　　　過去10回の検査成績がいずれも30万以下等である生産者が、突発的に50万以上の検査成績になった場

合、出荷停止減免の特例措置（年１回限り）がありましたが、出荷停止措置の変更に伴い、特例措置は
廃止いたします。

５．開始時期　平成28年４月１日出荷分より
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ン
色
の
海
は
と
て
も
美
し
く
絶
景
で
あ
り
、

み
な
さ
ん
感
激
し
て
お
り
記
念
写
真
を
撮
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
に
乗
り
込

み
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
西
海
岸
に
位
置

す
る
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
が
あ
る
恩
納
村
に
向

か
い
ま
し
た
。
移
動
中
に
は
、
沖
縄
名
物
の

さ
ん
ぴ
ん
茶
や
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
民
謡

と
方
言
な
ど
に
み
な
さ
ん
癒
さ
れ
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に

到
着
し
夕
食
は
美
味
し
い
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

と
沖
縄
料
理
も
あ
る

食
事
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
食
事
終
了
後
に

は
、
ホ
テ
ル
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
て
沖
縄

舞
踊
を
官
能
し
て
い

た
だ
き
、
青
い
海
が

一
望
で
き
る
大
浴
場

に
つ
か
り
、
一
日
目

の
疲
れ
を
癒
し
次
の

日
に
備
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
ホ
テ
ル

を
バ
ス
で
出
発
す
る

こ
と
十
分
沖
縄
海
岸

国
定
公
園
に
属
す
る

｢

万
座
毛｣

に
到
着
。

隆
起
サ
ン
ゴ
の
断
崖

か
ら
臨
む
東
シ
ナ
海

は
と
て
も
綺
麗
で
あ

り
、
そ
の
雄
大
な
景

色
を
背
景
に
し
て
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
そ
の
後
バ
ス
に
て
海
岸
線
を
走
り
、
紅

い
も
菓
子
の
製
造
を
見
学
で
き
る｢

御
菓
子

御
殿｣

に
向
か
い
、
沖
縄
み
や
げ
と
し
て
有

名
な
紅
い
も
タ
ル
ト
の
製
造
工
程
を
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
菓
子
の
試
食
も

沢
山
あ
り
、
み
な
さ
ん
思
い
思
い
楽
し
み
な

が
ら
お
み
あ
げ
を
買
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
バ
ス
に
て
沖
縄
本
島
北
西
部
に
あ

る
海
洋
博
公
園
内
の
「
美
ら
海
水
族
館
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
水
族
館
で
は
、
神
秘
に
満

ち
た
沖
縄
の
生
き
物
た
ち
と
、
沖
縄
音
楽

に
合
わ
せ
た
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や
大
規
模
な
サ

ン
ゴ
な
ど
、
身

近
で
は
見
る
事

が
出
来
な
い
も

の
を
観
賞
す
る

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
な
か
で

も
国
内
一
の
巨

大
水
槽
で
泳
ぐ

世
界
最
大
の
魚

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

に
は
み
な
さ
ん

驚
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
昼
食

は
、
近
く
の
ホ

テ
ル
に
て
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ

を
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後

バ
ス
に
て
南
国

の
フ
ル
ー
ツ
や
、
鮮
や
か
な
植
物
が
い
っ
ぱ

い
の｢

ナ
ゴ
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
パ
ー
ク｣

に
向
か

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
バ
ス
移
動
中
に
は
、

水
族
館
で
の
疲
れ
が
来
た
の
か
仮
眠
さ
れ
る

方
も
お
り
ま
し
た
。
パ
ー
ク
に
到
着
す
る
と

キ
ュ
ー
ト
な
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
畑
を
散
策
。
そ
こ
で
は
様
々
な
品
種
の
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
が
実
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
使
っ
た
ス
ィ
ー
ツ
・
ワ

イ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
試
食
し
て
い
た
だ

き
、
思
い
思
い
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
速
道
路
を
利
用
し

二
日
目
の
宿
泊
先
で
あ
る
那
覇
市
内
の
ホ
テ

ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
再
び
バ
ス
に
て
、

夕
食
会
場
の
あ
る｢

国
際
通
り｣

へ
移
動
し
ま

し
た
。
食
事
前
に
一
時
間
程
、
自
由
散
策
と

な
り
、
み
な
さ
ん
国
際
通
り
に
隣
接
す
る
市

場
で
色
鮮
や
か
な
魚
、
南
国
の
フ
ル
ー
ツ
な

ど
を
お
み
や
げ
と
し
て
買
い
物
を
し
て
い
た

だ
い
た
後
、
琉
球
居
酒
屋
に
て
沖
縄
料
理
で

の
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。
宴
会
の
席
で
は
沖

縄
の
三
線
生
歌
ラ
イ
ブ
も
あ
り
、
み
な
さ
ん

楽
し
く
和
気
藹
々
と
懇
親
を
深
め
て
お
り
ま

し
た
。
夕
食
後
ホ
テ
ル
へ
戻
り
、
早
め
に
疲

れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
最
終
日
に
備
え
ま
し

た
。

　

最
終
日
、
朝
ホ
テ
ル
を
出
発
。
沖
縄
の
自

然
と
文
化
、
歴
史
が
体
験
で
き
る｢

お
き
な

わ
ワ
ー
ル
ド｣

を
見
学
し
ま
し
た
。
パ
ー
ク

施
設
内
で
は
三
〇
万
年
前
の
珊
瑚
礁
か
ら
で

き
た
と
言
わ
れ
る
鍾
乳
洞｢

玉
泉
洞｣

を
見

学
。
鍾
乳
洞
の
入
り
口
か
ら
出
口
ま
で
は
、

全
長
八
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
長
く
、
み
な

さ
ん
辛
い
表
情
で
最
後
ま
で
歩
い
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
沖
縄
文
化
を
感
じ
さ

せ
る
琉
球
王
朝
時
代
の
民
家
、
伝
統
工
芸
品

(

琉
球
陶
器)

、
亜
熱
帯
性
気
候
の
も
と
育
つ

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
見
学
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
間
が
足
ら
ず

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ハ
ブ

を
間
近
で
見
ら
れ
る
ハ
ブ
博
物
公
園
な
ど
見

ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
沖
縄
本
島
の
最
南
部
に
あ
る｢

琉
球
ガ

ラ
ス
村｣

ま
で
バ
ス
で
移
動
。
そ
こ
で
は
沖

縄
名
物｢

沖
縄
そ
ば｣

で
の
昼
食
を
召
し
上
が

っ
て
い
た
だ
き
、
昼
食
後
は
琉
球
ガ
ラ
ス
の

制
作
工
程
を
間
近
で
見
学
し
、
琉
球
ガ
ラ
ス

の
お
買
い
も
の
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
沖
縄
戦
末
期
に
沖
縄
陸
軍
病
院

第
三
外
科
が
置
か
れ
た
壕
の
慰
霊
碑
が
あ
る

｢

ひ
め
ゆ
り
の
塔｣

に
て
参
拝
を
し
て
、
塔
に

隣
接
す
る
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
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た
。
館
内
で
は
み
な
さ
ん
笑
顔
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
愚
か
な
戦
争
は

絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ

さ
せ
る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
平
和
の

有
り
難
さ
に
感
謝
し
な
い
と
行
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
バ
ス
に
て
那
覇
空
港
へ
移
動

し
大
阪
伊
丹
空
港
乗
り
継
ぎ
、
一
路
福

島
へ
と
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
婦
人
部
研
修
旅
行
は
三
日
間

と
も
天
気
も
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
は
な

く
、
無
事
に
全
員
元
気
で
研
修
旅
行
が

出
来
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
し
て
研
修

旅
行
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

全酪連の小窓　第57回 哺乳管理　ワンポイント

　時下、酪農家の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　冬の終わり、春の訪れを感じ始め、畑作シーズンの開幕がすぐそこまで迫って参りました。ことデント
コーンにおいても品種選定の時期が来ましたが、今回はこの時期に寄せられることが多い質問についてお話
しさせて頂きます。

Ｑ１．何を基準に品種を選べば良いの？
Ａ１．下記の順で考慮、選定することをお勧めします。
　　　①相対熟度で選定
　　　　ご自身の作付計画上、期間内で収穫適期に達するか、且つ、適期に刈取りを終えられるかが重要です。
　　　②耐病性・耐倒伏性・播種時期・作付体系等、地域栽培条件で選定
　　　③収量性で選定

Ｑ２．いつ播けば良いの？
Ａ２．デントコーンでは平均気温が10℃に達する時期が播種適期とされています。ちなみに平均気温10℃

時期はソメイヨシノの開花時期と重なりますので、桜が咲き始める時期が播種適期と言えます。尚、
この時期に播種を行いますと、遅霜の害が出る可能性がありますが、深播き(3～5㎝)で対応するこ
とができます。

播種時期が遅れることによるデメリット
○収量が低下します(特に子実)
○根張りが悪く、倒伏に弱くなります
○使える熟期が限られる
○ワンホープ乳剤を使用する場合、散布時期が高温(30℃以上)であると薬害の恐れがあります

Ｑ３．堆肥を大量に投入すれば肥料は必要ない？
Ａ３．減量はできますが、完全に必要なくなるわけではありません。堆肥の成分は窒素やカリウムが多く、

リンやマグネシウム、カルシウム等が少ないため、作物のミネラルバランスが悪くなります。この場
合、リン・マグネシウム・カルシウムを補充できる肥料を選択することをお勧め致します。(オール
14のような水平型の肥料では、ミネラルバランスの調整はできません)
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県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAそうま飯舘総合支店

　県　　　酪　

酪農家戸数

戸数
（避難戸数）

組合／支所

区　　分

前年度
戸　数

前年比 育成 初妊 乾乳
妊娠

妊娠
搾乳

空胎
搾乳

小計
合計

前年度
頭　数

経　産　牛
乳　　　牛　　　頭　　　数

前年比
 1 戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2015年12月31日現在

県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAそうま飯舘総合支店

　県　　　酪　

組合／支所

区　　分 月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2016
1月

2016
2月

2016
3月

2016
4月

2016
5月

2016
6月

2016
7月

牛乳
出荷
戸数

1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り

搾乳牛 経産牛
頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

 （7）23 24 95.8 259 321 83 212 554 849 1,429 1,083 131.9 62.1

 22 22 100.0 108 63 57 117 282 456 627 653 96.0 28.5

 30 33 90.9 143 77 94 136 521 751 971 1,054 92.1 32.4

 28 28 100.0 30 16 35 66 167 268 314 352 89.2 11.2

 （34）11 13 84.6 82 23 24 50 135 209 314 373 84.2 28.5

 27 29 93.1 60 27 54 97 224 375 462 519 89.0 17.1

 9 9 100.0 63 25 28 44 152 224 312 324 96.3 34.7

 57 61 93.4 657 278 312 702 1,171 2,185 3,120 3,314 94.1 54.7

 （11）0 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 207 219 94.5 1,402 830 687 1,424 3,206 5,317 7,549 7,672 98.4 36.5

 147 139 115 45 49 39 82 23 17,246 750 22.5 20.3

 41 26 34 25 30 43 38 22 10,043 457 25.2 22.0

 56 52 46 41 26 28 58 30 16,540 551 25.2 22.0

 23 12 26 11 13 17 15 28 5,407 193 23.2 20.2

 18 19 18 12 8 11 11 9 4,732 526 25.6 22.6

 33 23 22 23 20 29 28 27 7,944 294 24.7 21.2

 17 16 9 12 14 8 21 9 4,549 505 23.2 20.3

 177 159 162 139 166 182 307 57 51,695 907 27.6 23.7

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

 512 446 432 308 326 357 560 205 118,156 576 25.5 22.2

　平成27年12月の受託乳量は、県全体で前年比
96.1％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が3,668㌧前年比
96.3％（対前年同月113㌧減と下回り、全農県本部
は1,983㌧の対前年比94.5％（対前年同月115㌧減）

の実績でありました。
　東北生乳販連の受託実績については、前年比
99.5％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比100.8％であり
ます。（北海道：102.0％、都府県99.4％）

平成27年度受託乳量の状況

　12月の東北全体での用途別販売状況については、
飲用向けは100.0％（全国の前年比99.9％）、醗酵乳
向けが112.2％（全国の前年比105.5％）と前年を
上回り、加工乳向けは前年比93.4％（全国の前年
比105.9％）、学乳向けが98.7％、生クリーム向けは

86.1％（全国の前年比97.6％）、チーズ向けは91.2％
（全国の前年比92.2％）と前年を下回り推移した。
　なお、今月の当組合酪王乳業での生乳使用量は日
量平均40.6㌧で、本組合生産量の34.3％、県全体生
産量の22.3％となっております。

平成27年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東北生乳販連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
11　　月　　分

 3,486 116.2 96.3
 1,910 63.7 93.9
 5,396 179.9 95.4
 43,093 1,436.4 99.7
 564,963 18,832.1 100.5

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体12月）

備考
1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学校給食向け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全乳哺育向け
合　　　計

 29,611 955.0 100.0
 5,397 174.0 93.4
 2,387 77.0 98.7
 5,376 173.0 112.2
 2,174 70.0 86.1
 262 8.0 91.2
 1 0.0 100.0
 45,208 1,457.0 99.5

平成27年度月別支払乳価表平成27年度月別支払乳価表

■東北全体プール乳代金 4,452,678千円 単価103.985円
■  内  福島県分プール乳代金① 522,499千円 単価103.985円
　　　　 プール対象外乳代金② 94,830千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 617,329千円 単価109.240円

　12月分支払乳価については、昨年４月より飲用
向け、醗酵乳等向けが値上げされ、また加工向けに
おいても北海道の価格交渉結果に準じて値上げされ
全用途について価格改定がされております。プール
乳価は３円30銭前年より上回り、補給金単価は前
年を10銭下回り、差引前年より３円20銭上回る単
価となりました。

増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳
価。

前々年同月27年12月
 103円672 100円371 3円301 98円369
 　1円532 　1円629 －0円097 1円795
 105円204 102円000 　3円204 100円215

プール乳価
補給金単価
合　　計

 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000

5,500

5,000

4,500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

27年度

26年度

25年度

24年度

23年度

22年度

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月

5,140

1,436

4,052

4,476

4,148

3,921

94.5

5,322

3,614

4,200

4,605

4,185

4,061

97.0

5,018

3,544

3,943

4,287

3,879

3,836

98.9

4,944

3,581

3,913

4,231

3,775

3,802

100.7

4,714

3,874

4,178

4,149

3,749

3,575

95.4

4,829

4,012

4,373

4,276

3,886

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

54,954

43,108

49,419

50,637

45,959

33,520

97.3

1,899

4,118

4,569

4,343

4,035

4,753

3,669

3,790

4,129

3,703

3,658

98.8

4,566

3,656

3,964

4,062

3,621

3,513

97.0

4,560

3,815

4,110

4,053

3,620

3,486

96.3

4,764

4,030

4,273

4,219

3,781

3,668

97.0

4,445

3,759

4,054

3,807

3,577

年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
27年度 105.116 105.882 106.888 105.964 105.240 107.090 107.342 106.859 106.298 106.298
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99,542 99,856
24年度 96.446 97.780 99.371 98.530 97.817 100.446 99.772 99.452 97.324 97.231 97.699 95.806 98.140
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第243回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

 5 510,000 444,000 94 4,723
 83 385,000 105 91 116
 28 565,000 465,679 94 4,947
 100 300,000 99 91 109
 2 27,000 16,000 48 337
 100 5,000 50 87 58
 94 159,000 119,787 82 1,454
 100 1,000 105 105 99
 112 280,000 186,973 67 2,809
 100 74,000 92 100 93
 112 344,000 245,705 69 3,571
 100 1,000 92 95 98

平成28年１月12日開催 購買者数　20名（うち県外７名）

初生牛の畜種別価格帯毎分布表

畜  種 雌雄

ET和牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

交雑牛
メス

雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛
メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

30 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56
1 2 1 1

2 1 1 1 1 1 1 1 3 4 2 2 1 1 4 2

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
1 1 1
1 3 2 2 7 20 31 9 3

57 58

0 4 5 6 7 8 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
2 1 3 6 5 9 6 7 18 15 15 6 7 4 2 1 3 1 1

1 3 1 1 2 3 1 3 3 6 4 5 3 4 15 10 11 15 10 5 2 2 1 1

27 28

～

～ ～

0 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 344～7

１月７日	 酪農政治連盟三役会議
１月12日	 乳牛セリ市場
１月15日	 やまびこ会ひまわりコンクール審査会
１月15日	 酪農経営会議
１月19日	 全国酪農協会酪農会館建設委員会
１月20日	 酪農政治連盟監査・酪農政治連盟常任

委員会
１月21日	 酪王乳業（株）取締役会
１月21日	 第５回管理委員会・第5回生産委員会

合同会議

１月21日	 第10回理事会
１月22日	 東北生乳販連受託販売委員会
１月26日	 東北生乳販連第5回理事会
１月26日	 東北酪青婦役員会
１月26日
　～28日	 FD24回婦人部研修旅行
１月28日	 福島県酪青連役員会
１月28日	 第10回経営検討会
１月28日	 第９回再建検討委員会
１月29日	 福島県農業振興公社理事会

組　合　の　動　き　　1　月

第５回　１月21日

管理委員会・生産委員会合同会議

■ 　議　　案　 ■

１）福島市五月町　酪農会館土地・建物の売却について
２）平成28年度乳価構成テーブルについて
３）㈱フェリスラテとの復興牧場賃貸借契約について
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　福島県酪農青年研究連盟主催の春のホルスタインショーを4月23日㈯に開催致します。
　今大会は出品区分を7部制に変更して執り行われますので、詳しい内容等について、各事務局へご確認
ください。
　今年度もより多くの会員から、多数の出品牛が県内各地よりご参加されますことをお待ちしております。
福島県を酪農から元気に！全国の酪友に頑張っている姿を発信！そして、会員同士が近況を語り合える
場！再会の場！として、福島県ホルスタインショーを盛り上げましょう！！ぜひ、皆様のご来場をお待ち
しております。

第47回福島県ホルスタインショー

■ 期　　日	 平成28年4月23日（土曜日）
	 　 ▼開会式　10：00～10：20
	 　 ▼第1部審査開始　10：30～
■ 場　　所	 福島県家畜市場  本宮市関下
■ 審 査 長	 福島県農業総合センター畜産研究所  所 長
■ 審 査 員	 山形県酪農家　深瀬　幸二　氏

第47回福島県ホルスタインショーの部数並びに出品区分について
部別 月令及び条件 生年月日の範囲
第1部 生後7ヶ月以上－生後12ヶ月未満の未経産牛 27.5.1～27.9.30生まれ
第2部 生後12ヶ月以上－生後16ヶ月未満の未経産牛 27.1.1～27.4.30生まれ
第3部 生後16ヶ月以上－生後20ヶ月未満の未経産牛 27.1.1～27.4.30生まれ
第4部 生後20ヶ月以上の未経産牛 26.8.31以前の生まれ
第5部 生後36ヶ月未満の経産牛 25.5.1以降の生まれ
第6部 生後36ヶ月以上－生後48ヶ月未満の経産牛 24.5.1～25.4.30生まれ
第7部 生後48ヶ月以上の経産牛 24.4.30以前の生まれ
出品区分の基礎となる年齢は、平成28年4月30日をもって算定する。
ただし、資格条件としてホルスタイン種雌牛で登録牛（申請中を含む）であるものと
し、生後24ケ月以上は妊娠確実なものとする。

福島県酪農青年研究連盟より、お知らせ！！

第47回福島県ホルスタインショー

「子ども達を対象とした“ジュニア
ショー”を開催します！！元気な子ども
達の参加をお待ちしております！！」
当日の飛び入り参加もOKです。「ジュ
ニアショー」は11：30より開催致します。

第46回福島県ホルスタインショー審査風景

〜４月23日㈯福島県家畜市場（本宮市）にて、開催致します！〜

第10回　１月21日

理　　事　　会

■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 福島市五月町　酪農会館土地・建物の売
却について

議案第２号	 平成28年度乳価構成テーブルについて
議案第３号	 平成28年度細菌・体細胞数の乳質格差並

びに自主規制要領（案）について

■ 　報告事項　 ■

１）役員賠償責任保険の継続加入について
２）今後の日程について
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バイエル子牛の健康講座 おしえて！ウッシー先生⑩ 

 

前々号で、初乳免疫の受け渡しの失敗は世界で多く報告されていることをお

届けいたしました。今月は出生後間もない時点での免疫グロブリン量と有病率に

ついて調査した例を取り上げたいと思います。 

出生後30～60時間時点における血中の免疫グロブリン濃度によって以下の4

グループに分類しました。なお、子牛は立ち上がって初乳を摂取しています。 

・ グループ 1：5g/L 未満 

・ グループ 2：5～10g/L 

・ グループ 3：10～15g/L 

・ グループ 4：15g/L よりも多い 

また、病気の重症度の指標として下痢症は軽度（軟便）、中等度（軟便で脱水症状

あり）、重度（水様便で脱水を示し横臥する）に分類し、呼吸器病は軽度（散発的な発

咳）、中等度（頻繁な発咳で元気消失）、重度（呼吸困難で横臥、元気消失）に分類し

ました。生後 14 日までの罹患率とその重症度を下記にしまします。 

 
図 各グループにおける疾病発生率 

 

生後 30～60 時間における免疫グロブリンの濃度が 10g/L を超えると有病率が低く、とくに

15g/L を超えると（グループ 4）では呼吸器病に罹患していなかったことが注目すべき点です。 

これまでの報告と同様に、生後に IgG 濃度を高めることが疾病率を低減させることが示されて

います。次号では IgG 濃度を高めるための方策について改めてご紹介いたします。 

 
〒981-3133 

仙台市泉区泉中央 1-14-1 インテレクト 21 

℡ (022)776-0271 

有
病

率
（%

） 

下痢症 呼吸器病 

軽度 中等度 重度 軽度 中等度 重度 

Journal Dairy Science 2011 Nov;94(11) 
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●作り方
【桃ジャム】
①　桃は、約5㎝角に適当な大きさに切る。（あまり切

らずに適度な大きさに切る。）
②　切った桃を鍋に入れ、レモン汁大さじ1と砂糖を

加えて軽く混ぜて約1分置く。
③　中火にかけ、出てきた汁気が沸騰したら弱火に変

える。
④　全体的に柔らかくなってきたら火を止め、レモン

汁大さじ1を入れ混ぜたら完成。
【たらのオリーブオイル炒めソースがけ】
①　フライパンにオリーブオイルをしいて、たらを小

さく切り、炒める。
②　たらに火が通ったらウスターソースを加え、たら

と絡める。
【もっちりパンケーキ】
①　Aの材料を混ぜ合わせる。（卵→小麦粉→豆乳の順

でかき混ぜるとダマになりづらい。）
②　お皿に流し、電子レンジ600Wの場合1分20秒。
（タッパ約30㎝幅では800Wの場合8分）

③　②の動作を5回繰り返す。
④　型抜き1人分6枚ずつくり抜いて、3枚を桃ジャム・

その他3枚をたらのオリーブオイル炒めソースがけ
をかける。※タッパの場合は2枚ずつ。（今回はタッ
パ使用。）

【たらのポン酢】
①　小さく切ったたらをごま油で火が通るまで炒める。
②　かいわれの根の方を切り落とし、①に入れ炒めた

らポン酢で味付けて完成。

①　マカロニは袋に書いてある茹で方にあわせて茹でる。
②　フライパンにマカロニとケチャップを入れ、味付

けする。
③　盛り付けの時に小口切りにしておいた万能ネギを

ちりばめる。（万能ネギは辛みを取るために水にさ
らす。）

A

（材料：4人分）

・卵……………………… 2個
・豆乳…………………100ml
・塩……………… ひとつまみ
・とろろ… ………………60g
・薄力小麦粉（中力可）………50g
・全粒粉…………………30g
・ベーキングパウダー………10g
・スキムミルク……………25g

・桃（缶詰）… …… 2個（1缶）
・砂糖………………………90g

・レモン汁… ………… 大さじ2
・ウスターソース… …… 大さじ3
・マカロニ… ………… 約24本
・ケチャップ………………お好み
・かいわれ大根… …… 1パック
・万能ねぎ… ……………1/5束
・ココナッツパウダー… ……少々
・ポン酢… …………………少々
・ごま油… …………………適量
・オリーブオイル… …………適量

平成26年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成26年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

　桃ジャムの上にココナッツパウダーをかけて香り
を…。

福島東陵高等学校
半澤　　響さんの作品ヘルシー3食もっちりパン

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hiro-watanabe@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103

発　行　者　福島県酪農業協同組合

発行責任者　常務理事　岡　　正宏

〒969−1103　福島県本宮市仁井田字一里壇17番地
TEL 0243−33−1101   FAX 0243−33−1103

URL http://www.fukuraku.or.jp/


